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要　約

　幼児期における表現活動は子どもの育ちに大きな影響を与えるものである。様々な表現活動の中でも、歌う・動く・
演奏する・聴く・つくるといった音楽表現は子どもの成長・発達に欠かせない活動である。平成20年3月に『幼稚園教
育要領』と『保育所保育指針』が同時改訂された。本稿では、保育内容5領域のひとつ「表現」の改訂事項について確認
し、これからの幼児の表現活動に求められることについて整理した。また、今回の改訂事項には、幼児の音楽教育の具
体的な考え方や方法のひとつである「オルフ・メソード（オルフの音楽教育）」に多くの共通点があるという観点から、
具体的な方法について考察した。オルフの音楽教育について整理し、実際の活動事例を分析する中で、改訂事項の「表
現する過程」を大切にし、「自分なりの表現」へと導くための具体的なヒントを多く見つけることができた。オルフの
音楽教育が大切にしている幼児にとって無理のない‘あるがまま’の自然な形で「自己表現」を育てるプロセスは、こ
れからの幼児の表現活動で大いに参考となると考える。
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ABSTRACT
　　Self-expression activities during early childhood play a vital role in a child's growth. Music-related activities, 
including singing, movement, playing musical instruments, listening, and other creative activities, are essential 
to a child's growth and development among a number of other activities to improve a child's self-expression.  As 
of March 2008, amendments to both the National Curriculum Standards for Kindergartens and to the National 
Guidelines for Nursery Centers came into force.  In this study, the author reviews the details of the revisions 
to the“Self-expression”category in the above amendments, which constitutes one of the five major areas of the 
nursing curriculum, and clarifies a list of improvements to be made in the field of self-expression activities for 
young children.  In addition, in consideration that these amendments contain numerous views in common with the 
Orff Method, which offers specific perspectives and approaches regarding music education for young children, the 
author delves further into practical teaching approaches.  By outlining the Orff Method and looking into actual 
cases using the method, the findings of this research provide a number of clear suggestions that adequately 
accommodate the self-expression processes prescribed by the amendments, and that will help young children 
foster their own, original ways of self-expression.  It is believed that the teaching processes for self-expression 
offered by the Orff Method, which focuses on letting young children show their self-expression as they feel it, will 
provide considerable assistance in the development of self-expression education for young children in the future.
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1．研究の背景と目的

1-1.	研究の背景
　幼児期における表現活動は子どもの育ちに大きな影響
を与えるものである。様々な表現活動の中でも、歌う・
動く・演奏する・聴く・つくるといった音楽表現は幼児
の成長・発達に欠かせない活動である。
　平成20年3月に『幼稚園教育要領』と『保育所保育指針』
が同時改訂された。保育内容5領域「健康・人間関係・環
境・言葉・表現」の1つである「表現」では次のようなこ
とを改訂事項として示している。「表現する過程を大切
にして自己表現を楽しめるように工夫すること」という
言葉が付け加えられ、幼児の表現したいという気持ちを
高め、それを受け止め支援していく指導が求められてい
ると思われる。つまり、結果としての表現を高めていく
のでなく、幼児の豊かな表現が生まれるまでの「表現す
る活動の過程」の重要性を唱えているのではないだろう
か。また、「自己表現を楽しめるように」とあるように、
幼児一人ひとりの表現が大切であり、それらは友達の表
現と関わる中で行われるようにすることとしている。そ
こで、幼児一人ひとりの表現を引き出すための保育者の
指導が求められていると考えられよう。

1-2.	研究の目的
　今回の改訂事項には、私が研究している幼児の音楽教
育の具体的な考え方や方法のひとつであるオルフの音楽
教育（オルフ・メソード）に多くの共通する部分があるの
ではないだろうか、それらを明らかにすることで、これ
からの保育における表現の指導の具体的な考え方や方法
について考えることができるのではないかと思うように
なった。特に、今回の改訂の重要事項である「表現する活
動の過程」と「自己表現」を大切にしている点は、まさに
オルフ教育で大切にしていることである。そこで、本稿
では幼児教育のひとつのメソードとして、オルフの音楽
教育を取り挙げ、今回の改訂事項と比較しながら、これ
からの幼児の表現活動のあり方について検証していく。
　オルフの音楽教育とはドイツの作曲家であり音楽教育
家であったカール・オルフ（Carl Orff 1895～ 1982）が提
唱する音楽教育で、世界各国で展開されている子どもの
ための音楽教育である。現在、日本の幼児教育の現場で
も取り入れられており、ダルクローズのリトミックやコ
ダーイの教育と比較した研究も多い。
　本稿では、まず今回の改訂事項の確認を行い、さらに
オルフの教育理念と改訂事項に通ずるものを見出すこと
で、これからの幼児表現教育のあり方について検証して

いきたい。さらに、実際の活動事例から幼児の表現を支
える保育者の役割や具体的な方法について検討し、これ
からの幼児の表現指導に貢献できるようなものを目指す
ことにする。

2．『幼稚園教育要領』領域・表現について

　まず、新『幼稚園教育要領』領域・表現に示されている
新たな改訂事項を中心にみていくことで、これからの表
現のあり方について具体的に考えてみたい。

2-1.	幼児教育における表現とは
　領域「表現」とは『幼稚園教育要領』（以降‘教育要領’）
に示されている5領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）
のひとつである。5領域においては個々に存在するので
なく、全ての領域が関連を持って総合的に指導されるこ
とが求められる。「表現」の内容は音楽表現だけでなく、
造形表現、身体表現などあらゆる表現を指している。
　また、この領域「表現」は感性と表現の領域である。で
は、感性と表現とはどういうことなのか。
　感性とは、感じるということだけでなく、幼児が生活
の中でさまざまなものに出会い触れ合い感じること、そ
して、そこから自分の考えや思いを行動に移すことまで
を感性という。教育要領には、感性の出発点となる幼児
が様々なものに感じることができるような環境の設定や
援助の仕方について示されている。
　「表現」は外的なものの働きかけによって生じた自分
の「内なるもの」を、素材を通して自分の身体の外に表
すことである（小島1998）。また、「表現」とは、意思のあ
る「表」と内面の変化の「現」との組み合わせであり、ど
ちらも相手があって成り立つ（平田2009）。つまり、表現
とはコミュニケーションそのものなのである。幼児期に
おける表現活動とは歌う、楽器で演奏する、描く、つく
るといった内容が考えられるが、これらは保育者や友達
とのコミュニケーションを通して行われることがのぞま
しい。『幼稚園教育要領解説』（以降‘解説’）では、幼児は、
自分の素朴な表現が教師や他の幼児などから受け止めら
れる体験の中で、表現する喜びを感じ、表現への意欲を
高めていくと示されている。つまり、コミュニケーショ
ンとしての表現活動の中での保育者の役割が幼児の表現
に大きな影響を与えると言えよう。

2-2.	「表現」の改訂事項
　今回の改訂事項の一つとして、内容の取り扱いに、「他
の幼児の表現に触れられるよう配慮したりし、表現す
る過程を大切にして」が加えられた点が挙げられる。こ
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れは、‘表現したいという気持ちと、それを表現するま
での過程を大切にすること’と‘他の幼児の表現に触れ
る’という2つの点を重要視していることであると思わ
れる。表現とは個で行われるものでなく、相手があって
こそ成り立つものである。この2つの基本的な考えには、
表現が保育者や友達のコミュニケーションの中で育つこ
とが求められるとしているのではないだろうか。表現す
るまでの過程を大切にすることについては、表現とは一
人ひとり違うものであるように、表現に至るまでの心の
動きや行動にも違いがあるものである。よって、保育者
は結果として現れた幼児の表現のみ注目するのでなく、
それに至るまでの過程を大切にしなければならない。
　また、内容（1）に、「生活の中で様々な音、色、形、手触り、
動きなどに気付いたり、感じたりするなどして楽しむ」
と示されているが、‘気付くこと’に加えて‘感じたりす
る’が加えた点が改訂事項として挙げられる。「感じるこ
と」は表現行動に欠かせないものであり、さまざまなも
のに感じる心が必要である。よって、感じる体験の充実
が感じる心を育て、このことが豊かな表現への一歩とな
るのである。表現とは「感じて」「考えて」「行動する」一
連の行動との認識が必要である。

2-3.	これからの「表現」に求められるもの
　ここまで「表現」の改訂事項を確認してきたが、これ
らを整理して、これからの「表現」に求められるものと
して以下の5点にまとめ、保育者の支援の方法について
具体的に検討していく。

① 表現する過程の重要性
　表現するまでの過程を大切にすることについては、表
現とは一人ひとり違うものであるように、表現に至るま
での心の動きや行動にも違いがあるものである。よって、
保育者は結果として現れた幼児の表現のみ注目するので
なく、それに至るまでの過程が非常に重要なのである。
そのために、幼児の何気ない表現に‘気づく’というこ
とが保育者に求められる。
　
② 自分なりの表現の育成
　ここに示される「自分なりの表現」とは旧『幼稚園教
育要領』の目標にも示されている。「自分なりの表現」と
は、保育者や友達の表現のまねっこでなく、幼児自身で
感じたことや考えたことを表現するということである。
ここには、友達の表現に刺激を受け、自己表現を楽しめ
るように工夫することという意味も含まれる。つまり、
表現とは個で成り立つのでなく、保育者や友達がいて成
り立つものである。幼児の表現が一方通行に終わるので

なく、自分の表現に気づき、認めてもらうという経験を
重ねる中で、より豊かな「自分なりの表現」が育ってい
くのではないだろうか。そこで、保育者にはこのような
幼児の表現を認めるという支援が求められ、そのことが、
幼児らしい自分なりの表現を引き出し伸ばしていくこと
につながると思われる。

③ 表現したいと思う気持ちを支援すること
　解説によると、豊かな感性や自己を表現する意欲は、
自分の感情や体験を自分なりに表現する充実感を味わう
ことによって育てられるとある。つまり、そのような体
験を積み重ねることが重要であるということであろう。
保育者は幼児がもっと表現したくなるような言葉かけ
や、表現を引き出すような指導によって、より表現が充
実したものになるように援助することが求められる。

④ 感じる体験の重要性
　先述した改訂事項として、内容（1）に‘感じたりする
などして楽しむ’が付け加えられたように、感じる体験
が重要視されている。幼児が自分なりの表現を見つける
ためには、その土台となる感じる体験が求められる。幼
児は様々な出来事と出会い、心動かす体験により、自ら
を表現する。つまり、感じる体験が表現する意欲へと導
くのである。内容の取扱いに、「（1）豊かな感性は、自然
などの身近な環境と十分にかかわる中で美しいもの、優
れたもの、心を動かす出来事などに出会い、そこから得
た感動を他の幼児や教師と共有し、様々に表現すること
などを通して養われるようにすること」とあるように、
豊かな感性は何かを感じ考えさせられるようなものに出
会い、それを表現しあうことを積み重ねることで、磨か
れていく。様々な感じる体験が充実されるよう、保育者
は保育内容を工夫する必要がある。また、幼児教育は環
境を通して行う教育が基本とされていることからも言え
るように、幼児がその環境に関わり充実感や満足感が得
られるように、柔軟な環境設定が求められる。

⑤ 表現活動における幼児同士の関わり
　今回の改訂において、表現とは保育者や他の幼児との
関わりを通しての表現が重要であることが改めて確認さ
れたのではないだろうか。解説によると、「幼児同士の表
現が影響し合い、幼児の表現は一層豊かなものとなって
いく」と示されている。保育者は幼児同士が互いの表現
に注目することで、皆で表現の楽しさを分かち合い、さ
らに自身の表現を発見できるような機会を与えられるよ
うな指導の工夫が求められよう。
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　以上、これからの表現に求められるものとして、5点
から保育者の支援の方法について検討してきたが、これ
らは全てオルフの教育理念に通ずるものではないだろう
か。そこで、次にオルフの教育理念から音楽教育の特徴
について考察し、共通点を明らかにしたい。

3．オルフの教育理念による音楽教育の特徴

3-1.	オルフの教育理念と特色
　オルフは音楽教育において、「音」「動き」「ことば」の
3要素が融合されることが自然であると述べ、3要素が
一体となった教育を打ち出した。これは、人間の自己表
現の原初的な形態を指すもので、音楽をするという起源
に立ち返ったときには、これら3つが自然に伴うという
考え方に基づいている。この考え方を具体化したものが、
教育用作品『オルフ　シュールベルク子どものための音
楽Orff-Schulwerk Musik für Kinder』（5巻）であり、こ
のシュールベルクを通して、オルフの理念を世界の国々
に広め、子ども（注1）たちの音楽をする上での基礎的な能
力の育成に方向性を示したのである。
　では、オルフの音楽教育とはいかなるものなのであ
ろうか。オルフの音楽教育のキーワードとなる言葉に、

〈Elementare Musik〉がある。〈Elementare〉とは「基本の、
要素の、原始の、自然の」などと訳されている。オルフは
日本に来日した際、「基礎的な音楽、基礎的な楽器、基礎
的な言葉と基礎的な運動」の重要性を訴えている。では
一体、「基礎的な音楽」とは何であろうか。オルフは次の
ように述べている。
　
　基礎的な音楽は何かというと、それは決して音楽単独では
あり得ません。そこにはかならず動作がともなうものであり、
踊りと言葉がついているものであって、それはだれでもみず
から演奏できる音楽であり、決してきき役にまわる音楽では
なく、弾き役に加わる音楽なのです。それは精神以前のもの
でありまして、大きな形式を構成するものでもなく、建築の
ように組み立てられるものでもなく、ただ短い音列につなが
るか、オスティナートでそれをくりかえすか、小さなロンド
のようなものです。ですから、エレメンタールな音楽は、もっ
とも俗な、身近な音楽であり、自然であり、肉体的であって、
子どもにも教えることができるやさしい音楽であります。

　すなわち〈Elementare Musik〉（基礎的な音楽）とは、
誰もが、自然に、容易に参加できる音楽であり、そして
それには動きと言葉が伴っている、そういう音楽である。
オルフの音楽教育にある音楽、言葉、動きこの3つの要
素が伴うことは、子どもにとってもっとも自然なことで

あり、子どもがあるがままでいられるということである。
例えば、オルフの音楽教育の特色のひとつとして、授業
の導入などに、初期の段階に、活動に対する興味・関心
を持たせるために、幼児生来の本能である「遊び」を取
り入れた方法からアプローチすることがある。子どもを
あるがままの姿に戻すことで、子どもの能力を引き出し
高めていく。彼がとりわけ「遊び」に着目したのは、子ど
もたちの音楽的な芽生えが「遊び」の中にあると確信し
たからである。またオルフの音楽教育とは、「子どもに
とって無理のないエレメンタリー（基礎的な）ミュージッ
クを中心に、各感覚を養い、イマジネーションをはたら
かせ、それが自己表現へとつながるように進められ」と
あるように、子どもにとって無理のない自然な形で「自
己表現」を育てるのである。つまり、子ども主体で考え
られた音楽教育であるといえよう。
　さらに、オルフの音楽教育の特徴として、その活動は
すべてグループ体験によるという点である。オルフ研究
所レーグナー博士は、オルフ教育の理念のひとつとして、

「音楽を楽しむ」ということは個人的な体験でなくグルー
プ体験でもあるべきだと述べている。つまり、オルフに
おける表現においては、個でなく複数で行われることに
より子ども本来の姿で表現できるとしていると思われ
る。
　オルフは自分の音楽教育はメソッドではなく、アイ
ディアであると言っているため、指導内容・指導方法に
ついて明らかにしていない。しかし、我々は、それらを

『オルフ・シュールベルク』から探ることができる。指導
者はこのシュールベルクから音楽教育のアイディアを考
え、子どもに無理のない自然な音楽活動を展開するので
ある。指導者自身のアイディアを考えることは容易なこ
とではないが、完成されたメソッドでなくアイディア集
であることで指導者自身のイマジネーションにより様々
な活動へ展開することのできる可能性を多くもった教育
であると言えよう。
　
3-2.	オルフの音楽教育の特徴
① 遊びを中心としたアプローチ法の活用
　先述したとおり、オルフの教育では「遊び」の要素を取
り入れた活動を多く取り入れている。子どもにとって「遊
び」は生活の大半を占めるものであるので、「遊び」の中
で自分を表現することは、自然であり、得意である。この
ように、「遊び」と「自己表現」は非常に密接な関係にある。
オルフの音楽教育の特徴は、この「遊び」が単なる「遊び」
としてでなく、その後の音楽活動（アンサンブル等）の中
で生かされ、発展することである。したがって、子どもは
音楽を練習したり、学んだりしているというよりも、楽
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しく、遊びながらいつの間にか豊かな音楽活動をしてい
るということになるのである。ここで、オルフの音楽教
育における遊びを生かした導入例を以下に挙げる。

ⅰ音楽による働きかけによる遊び
・指導の方法（模倣⇒問答⇒即興）
　オルフの表現活動においては、模倣（まねること）か
ら始め、できるようになったら問答（こたえる）、そして
自分の気持ちや考えを表現する即興（つくる）活動へと
段階的に進められる（譜例１）。遊びの方法としてはリズム
のまねっこ（模倣）がよく使われる。ここで使われるリ
ズムは子どもの日常でイメージしやすいものが使われ
る。例えば、好きな食べ物や好きな動物などを取上げる
ことで子どもは積極的に取り組むことができる。また、
模倣⇒問答⇒即興のプロセスはオスティナートと呼ば
れる繰り返す音の形で行われる。オスティナートにはリ
ズムのオスティナートだけでなく、言葉や動きやメロ
ディーのオスティナートなどがある。

・指導の素材
（ことば・動き・メロディー・リズム・ハーモニー・楽器）
この音楽による働きかけによる遊びは、リズム遊びだけ
でなく、上記した指導の素材を使った遊びが展開される。

ⅱ音楽以外の働きかけによる遊び
・ストーリーを素材とした遊び（絵本、紙芝居、創作、ごっ
こ遊び、探検遊びなど）
・自然の素材や身の回りの素材を使った遊び（葉っぱ・石・
ビー玉・フラフープ・スカーフ）

② 基礎的な音楽により、「表現する意欲」へと導く
　オルフによる基礎的な音楽とは決して音楽単独である
ものでなく、「音楽」「動き」「ことば」の統合されたもの
と捉えられ、誰もが参加できる音楽なのである。また、
それぞれのレベルに合わせて段階的に発展させていくも
のである。すなわち、子どもたちそれぞれに合った内容
なので、決して無理のない容易に取り組める内容となっ
ており、誰もが参加できるように工夫される。このよう
に、基礎的な音楽を用いることで、「できる」という自信
や喜びを与え、さらに「表現する意欲」につなげるので

ある。
③ それぞれの表現方法を「探究する」ことを大切にする
　オルフの活動では「模倣」、「問答」を十分経験した後
にさらに発展的な活動として、感じたことや考えたこと
を自由に表現させる方法として「即興」が用いられる。「即
興」に至るまでの段階から、子どもたちの意見を引き出
し、共に作り上げる過程をとても大切にしている。この
ことが、後の即興活動における、自身の表現方法のアイ
ディアとなり、無理なく自分の表現を見つけることがで
きるのである。つまり、オルフの音楽教育は「即興」活動
だけでなく、それに至るまでの過程の中で、常に子ども
自身の表現方法を「探究する」ことを大切にしていると
考えられる。このことに関連することとして、L.チョク
シーらはこう述べている。「オルフ・シュールベルクの中
で、課程（process）という言葉は非常に大切であり、オ
ルフの課程とは〈探究〉と〈経験〉である。」
　このように、オルフの音楽教育では表現するまでの過
程を大切にしており、この点が教育要領の改訂事項と共
通していると言えるのではないだろうか。

④ グループ体験から豊かな表現を生み出す
　先述したとおり、オルフの活動はすべてグループ体験
によることが特徴のひとつである。よって、表現におい
ては個でなく複数で行われることにより子ども本来の姿
で表現できるとしていると思われる。また、その際には
互いの表現を見ることで互いの表現を認めることを大切
にしている。藤井氏は、オルフの音楽教育について、自分
一人だけではなく、友達との音楽的な対話を通して、豊
かな音楽世界を築くようになっていくと述べている（藤
井2005）。「音楽的な対話を通して」とあるように、オル
フのグループ体験とは単にグループにすればいいという
ことではなく、豊かな表現を生み出すためにグループ活
動を生かした様々な工夫がされているのである。

⑤ 「感じる」体験の充実
　子どもが豊かな表現をできるようにするには、その源
となる「感じ取る」能力、すなわち、豊かな感性を育てる
ことが大切である。オルフの活動では、音楽に敏感に反
応でき、音の面白さに気づけるような様々な体験を与え、
感性が豊かになるよう活動内容が工夫される。具体的に
は、子どもの身近な素材を題材に用いて子ども自身が考
え、積極的に意見を出し、表現できるように工夫される。
ここでいう素材には、自然の素材（風船、リボン、ボール、
ロープ、貝殻、葉っぱなど）から、生活の素材（食べ物、
乗り物、遊園地、遠足、動物園など）や物語（絵本、紙芝
居、ごっこ遊び、空想遊びなど）が挙げられる。様々な素
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材を使って、子ども自身が感じる体験を積み重ねるので
ある。
　また、オルフの活動の特徴として、演奏技術の容易な
楽器を多く用いている点が挙げられる。オルフの活動で
用いられる楽器には、身体楽器、小打楽器、音板楽器に
大きく大別できる。小打楽器、音板楽器には主に以下の
楽器が挙げられる。

A　小打楽器（楽器の材質で3種類に分別した）
・	 木製の小打楽器…カスタネット・クラベス・ウッドブ

ロック・ギロ・テンプルブロック・マラカス、ささら、
スリットドラム・レインスティック

・	 金属製の小打楽器…鈴・アゴゴベル・カウベル・シン
バル・フィンガーシンバル・トライアングル・タンブ
リン・モンキータンブリン・シェーレン・フットベル・
サスペンドシンバル・ドラ・ちゃんちき・カバサ・ウィ
ンドチャイム・サンバホイッスル

・	 皮製の小打楽器…ハンドドラム・ボンゴ・コンガ・オ
ルフティンパニ・スネアドラム・メロディートム・バ
スドラム（大太鼓）・和太鼓・締め太鼓

B　音板楽器（オルフ楽器）
	 グロッケンシュピール（鉄琴）・シロフォン（木琴）・メ

タロフォン・チャイムバー

　なお、音板楽器については、別名‘オルフ楽器’と呼ば
れ、それぞれの音板には穴が開けられ、音楽作りや演奏
活動に不要な音板を取り外せるように工夫されている。
オルフの楽器は、音色が美しく、余韻が豊かで音響的に
創意工夫されているので、大人でも子どもでも演奏が楽
しくなり、やがては音楽の活動に興味をもってくるよう
になり、1音ないし2音であっても、充分に美しい音色
を楽しむことができるであろう。こういった体験は子ど
もの「感じる」体験となり、積み重ねることで豊かな感
性が育つものと思われる。

3-3.	領域「表現」とオルフの音楽教育の共通点
　これまでみてきたように、オルフの音楽教育における
表現の考え方は新・教育要領に示されている考え方に合
致するものが多くあることが分かる。先述した教育要領
から考える「1-3これからの表現に求められるもの」とし
て挙げた5点はいずれもオルフの音楽教育に共通するも
のである。そこで、ここでは①と②をオルフの音楽教育
との共通点とし、表現活動における保育者の支援の方法
について、具体的に明らかにしていきたい。
① 表現する過程の重要性

　先述したように、オルフの音楽教育は表現に至るまで
の過程の中で、常に幼児自身の表現方法を「探究する」
ことを大切にしている。また、オルフの活動では遊びの
中で探究するように工夫され、その内容は決して難しい
ものでなく段階的に進められるので、無理なくありのま
ま表現することができるのである。この段階的な活動内
容は、教育用作品『オルフ　シュールベルク子どものた
めの音楽Orff-Schulwerk Musik für Kinder』（5巻）から
十分読み取ることができよう。
　またオルフのプロセスの中で大切にしていることは、
幼児のあるがままを‘認める’ことである。幼児は表現
する中で認められることを通して、表現する意欲を高め、
自分なりの表現を育成していくのである。
　
② 自分なりの表現の育成
　オルフの活動では即興活動（感じたことや考えたこと
を自由に表現するなど）が多く用いられている。つまり、
決められたことでなく、幼児自身の表現を探究する活動
により、感性を磨き、より幅広い表現力を高めることが
できるのである。また、グループ活動の中ではそれぞれ
の表現を見せ合うことを多く取り入れ、自分なりの表現
をより豊かなものへと導く。遊びの中でそれぞれの表現
を探究するといった創造的な音楽活動であると言えよ
う。

4．保育現場における活動の事例及び考察

　現在、日本におけるオルフの音楽教育は幼児教育のみ
ならず、多様な教育現場で用いられている。今回の実践
例は、幼児・児童を対象としたオルフ・メソードを実践
している武蔵野音楽大学附属音楽教室で行われている幼
児を対象とした事例である。担当講師（本稿では以降保
育者とする）は音楽教室だけでなく、幼稚園や保育園で
の音楽指導の実践も行っている。この教室では週1回50
分で10名前後のクラス授業として行われている。今回見
学したのは、3歳児、4歳児、5歳児のクラスであるが、
本稿では3歳児クラスを対象児とし考察していく。

4-1.	活動の概要
日時：平成21年9月に行われた計4回の活動
対象児：3歳児クラス
活動内容について：絵本「ばけばけばけばけ　ばけたく
ん」（注2）のストーリーにそって、ドレミの国を探検する。
具体的な活動内容としては、絵本にでてくる食べ物リズ
ムを手拍子や小打楽器で演奏したり、ドレミの国で出会
うリズムカードや楽器で遊ぶといった内容である。この
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ストーリーや指導内容はすべて保育者のアイディアに
よって行われ、マニュアルはない。クラスの様子や幼児
の能力に応じて、保育者が活動内容を工夫するのである。
以下に示す準備・展開・発展・まとめの内容は1回の活動
内容でなく、今回見学した4回そしてさらに数回に渡っ
て指導する内容である。なお、テーマ曲は保育者らによ
るオリジナル曲である。

［準備］
・	 絵本を読み、テーマ曲（譜例２）を歌う。
・	 絵本に出てきた食べ物リズム（譜例３）を手拍子する。
・	 音楽に合わせて、ドレミの国を探検する。

［展開］
・	 テーマ曲に合う動き（ダンス）を考える。
・	 5音階によるメロディー模唱（保育者の歌うドレミ

ファソによるいろいろなメロディーを真似して歌う。
1小節～ 2小節）

・	 絵本に出てきた食べ物リズムを小打楽器で打つ。
・	 4分音符2枚、4分休符2枚の4枚のカードを組み合わ

せて4分4拍子1小節のリズムを保育者が作り、その
カードを見ながら手拍子したり小打楽器で打つ。

［発展］
・	 テーマ曲を一人ずつで歌い、それぞれの表現を楽しむ。
・	 5音階によるメロディー模奏（保育者が演奏するドレ

ミファソによるいろいろなメロディーを真似して木琴
や鉄琴で演奏する。最初はド～ミのみ）

・	 絵本に出てきた食べ物リズムを保育者が叩き、そのリ
ズムが何の食べ物かをあてるゲームをする。

・	 4枚のリズムカードの組み合わせを幼児自身で作らせ
て、そのリズムを全員で手拍子する。

［まとめ］
準備・展開・発展で行ってきた内容を絵本のストーリー
に合わせて行い、発表会風にまとめる。

4-2.	考察
　ここからはいくつかの場面を取り上げ、具体的に保育
者の支援の方法について検討する。また、①表現する過
程の重要性と②自分なりの表現の育成という視点から考
察していく。

場面1
食べ物リズムを叩く活動で見られた場面である。納
豆のリズムを叩くときに、A男は‘ナトトトト’と表
現した。保育者はそれに気づき、それを否定するので
なく、「ナトトトト面白いね」と褒めた。周りの友達
がそれを見て、真似をしている。

‘メロンソーダー’のリズムを鉄琴で演奏する場面に
おいて、弱くて消えそうな音で表現しているB女に対
して、保育者は「シュワシュワソーダーみたいで美味
しそう」と言った。恥ずかしがりやのB女はとても嬉
しそうな笑顔を見せた。

① 表現する過程の重要性
　保育者は一斉でリズムを叩く場面において、常に幼児
一人ひとりの表現を見ていることがわかる。また、正確
なリズムで叩けているかということだけでなく、今回の
ように間違ったリズム⇒面白いリズム⇒その子の表現と
して受け止めている。このようにオルフの活動では、表
現する過程の中で幼児のありのままを受け止めることを
大切にしていると言えよう。
　
② 自分なりの表現の育成
　小さな音をシュワシュワソーダーという、その幼児に
しか作れない表現として評価している。他にも「イチゴ」
というリズムを木琴で元気よく演奏していた幼児に対し
て、‘弾んだイチゴだね’と声かけていた。自分なりの表
現の育成には、保育者の言葉かけが非常に重要な役割を
示していると言える。
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場面2
テーマ曲を一人で歌う場面である。いつも元気があり
すぎて活動になかなか入ることのできないC男の順
番が回ってきたとき、「かっこいい歌を歌うから」と
言い、出だしの‘ドレミの国～’を‘ドレミのくにくに’
と掛け声のように歌った。また、ガッツポーズのよう
な動きや足踏みも付けて歌った。保育者は「かっこい
いね、みんなもC男のように歌ってみよう」と言った。
その後の違う活動においてもC男はやや低い声（彼の
中でかっこいい＝低い声で力強い）で歌い、またガッ
ツポーズの動きが見られた。

① 表現する過程の重要性
　保育者はC男の表現を誉めるだけでなく、かっこいい
ポーズはどんなのかな？と全員に問いかけることで、他
の幼児はカブトムシのポーズをとったり、いろいろな
キャラクターになるものもいた。一人の表現がその他の
幼児の様々な表現を生み出す手立てとなっているのでは
ないだろうか。

② 自分なりの表現の育成
　この表現はC男にしか生み出せない、まさにC男の表
現である。保育者の声かけにより、他の幼児の表現にも
変化が見られた。自分の好きな表現の方法を見つけ出す
ことができるような働きかけにより、自分なりの「かっ
こいい」や「かわいい」、「楽しい」表現の探求へと変化し
ているのである。保育において、幼児の行動は予測でき
ないことが多くある。今回の表現の探求への変化は、保
育者がその場で判断して行ったものであり、用意されて
いた活動内容ではない。このように、オルフの活動では
保育者の創造的な声かけなどによる働きかけや指導の工
夫による仕掛けにより、幼児の表現を伸ばしていくので
ある。

場面3
木琴で‘ドレミ’を演奏する活動で見られた場面であ
る。いつもは輪に入るのが苦手なD男だが、木琴の活
動は特に積極的に取り組んでいる。D男の順番が回っ
てきたとき、‘ドレミ’ではなく、‘ドレド’と演奏し、
ド～ミに向かってグリッサンド（注3）した。保育者は「ド
レミ、クルクル面白いね。皆でやってみよう」と言っ
た。

① 表現する過程の重要性
　D男の表現はそれぞれの幼児が個々に木琴で練習する
過程の中で生まれた表現である。保育者は‘ドレミ’と
演奏するよう促したが、D男は自分なりの表現（ドレド・

ド～ミにグリッサンド）を見つけたのである。保育者は
これに対して否定することなく、D男の表現を他の幼児
にも発表し、皆で楽しむことにした。このとき、D男は
とても満足げないい顔をしていたように思う。このこと
は教育要領に示されている、“他の幼児の表現の良さや
工夫などにも気づくように”保育者が促していることで
あると思う。D男の表現を保育者は自分のことのように
喜んでいる様子で、このことは幼児が表現するプロセス
を保育者がともに楽しみながら行っていると言える。保
育者がどのように表現する過程に関わっていくかという
ことは非常に重要なことである。

② 自分なりの表現の育成
　D男の表現はまさに自分なりの表現であり、創造的で
ある。この活動は木琴・鉄琴の国での出来事であり、イメー
ジを膨らませ、創造的な世界に入り込み、自分なりの表現
が生まれたものであると思う。また、保育者は幼児一人ひ
とりの演奏を発表させる前に、練習する時間を充分与え
た。D男は他の幼児の表現を聴きながら、木琴を探って
いる様子であった。このように保育者の自分なりの表現
が生まれるのを決して急がせることなく待つ姿勢が、D
男の表現が生まれるきっかけとなったのではないだろう
か。

5．結論及び今後の展望

　本稿では、新・教育要領の改訂事項にはオルフの教育
理念と共通するものが多くあるのではという観点から進
めてきた。結果、オルフの音楽教育について整理し、実
際の活動事例を分析する中で、改訂事項の「表現する過
程」を大切にし、「自分なりの表現」へと導くための具体
的なヒントを多く見つけることができた。幼児が自分な
りの表現を探究するためには、保育者の様々な声かけや
創造的な工夫、そして表現を高めあうための環境づくり
が大切である。本稿ではオルフの教育理念から具体的な
考え方を、そして、活動事例から幼児の表現活動を見守
り、支援していくための具体的な方法について考えるこ
とができたのではないだろうか。
　表現はコミュニケーションであると言われるように、
これからの表現活動では、幼児と幼児、幼児と保育者が
表現を通して関わることが求められる。今回の活動事例
でも、関わりの中で表現が育っていく過程を多く見るこ
とができた。関わりの中で保育者がどのように導いてい
くかは保育者自身の表現力や創造性が求められるところ
である。
　オルフの音楽教育が大切にしている幼児にとって無理
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のない‘あるがまま’の自然な形で「自己表現」を育てる
プロセスは、これからの幼児の表現活動で大いに参考と
なるのではないだろうか。今後は、幼稚園や保育園といっ
た保育現場でのオルフの取り組みを考察し、保育者の役
割や支援方法について考えていきたい。
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注

1）	 オルフの音楽教育では幼児に限らず全ての子どもを
指しているため、オルフの音楽教育の説明において
は‘子ども’で統一する。

2）	 岩田明子著2009　大日本図書
	 お化けの子どもで食いしん坊の‘ばけたくん’が夜

中にいろんな食べ物を見つけては食べて、姿形まで
その食べ物に変身してしまうという楽しいストー
リー。

3）	 滑るように急速に音階を奏すること。
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